
積211・44㎞2
　　　　23，979
　　　　26，203
　　　　50，182
帯数　　　10，284
　（住民登録による人口）

面
男
女
計
世

12．1541．
122No．

⑥1
（昭和32年6月5日第3種郵便物認可）定価一部5円　発行　毎月15日　発行所　十日町市役所

み
ん
な

そ
ろ
つ
て

明
ろ
い

　
年
末
か
ら
、
年
始
に
か
け
て
忙
し

く
な
り
ま
す
。
お
酒
を
飲
む
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
寒
く
な
り
道

路
が
凍
っ
た
り
雪
が
降
っ
た
り
し
て

す
べ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
忙
し
く
な
る
と
運
転
も
粗
雑
に
な

り
、
ス
ピ
ー
ド
も
出
す
よ
う
に
な
り

ま
す
。
す
べ
り
や
す
く
な
る
と
、
ブ

レ
ー
キ
が
き
か
な
く
な
り
思
わ
ぬ
事

故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

去
る
一
日
か
ら
、
来
年
一
月
五
日
ま

で
年
末
、
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
は
次
の
三
つ
で
す
。

一
、
飲
酒
運
転
の
防
止

　
年
末
、
年
始
に
は
飲
酒
の
機
会
が

極
め
て
多
く
、
こ
れ
に
原
因
し
た
交

通
事
故
が
急
増
す
る
の
で
、
次
の
こ

と
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

①
少
し
位
と
い
う
考
え
、
自
分
だ
け

　
は
大
丈
夫
と
い
う
考
え
方
を
一
掃

　
し
ま
し
ょ
う
。
飲
酒
し
た
場
合
に

　
は
絶
対
に
運
転
し
な
い
こ
と
。

②
勇
気
を
も
っ
て
運
転
を
や
め
さ
せ

　
よ
う
。

　
酒
を
飲
ん
だ
者
が
　
運
転
し
よ
う

　
と
し
た
と
き
に
は
、
家
族
、
雇
い

　
主
、
同
僚
、
そ
の
他
周
り
に
い
る

　
人
は
、
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
こ

　
れ
は
仲
々
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す

　
が
、
事
故
を
起
し
て
か
ら
苦
し
む

一
　
一

”
一
，

、
縄

お
正
月
を

　
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
勇
気
は

　
決
し
て
無
駄
な
も
の
で
は
な
く
、

　
相
手
に
と
っ
て
、
非
常
に
親
切
な

　
も
の
に
な
る
の
で
す
。

二
、
積
雪
、
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
ブ

　
事
故
の
防
止

　
最
近
は
、
除
雪
対
策
が
す
x
み
、

　
幹
線
道
路
は
、
冬
期
積
雪
期
間
中

　
で
も
．
自
動
車
の
通
行
が
で
き
る

　
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

　
こ
れ
ら
の
道
路
は
　
か
わ
い
た
道

　
路
と
違
い
、
非
常
に
す
べ
り
や
す

　
い
の
で
す
。
こ
れ
を
余
り
注
意
し

　
な
い
で
、
運
転
し
た
た
め
に
ス
リ

　
ッ
プ
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

①
チ
ェ
ー
ン
や
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
を
つ

　
け
て
運
転
し
よ
う
。

②
急
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
ら
な
い
。

③
急
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い
。
急

　
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
と
車
が
す
べ

　
る
、
ひ
っ
く
り
か
え
る
、
道
路
の

　
外
に
と
び
出
す
な
ど
、
大
事
故
の

　
も
と
に
な
り
ま
す
。

三
、
歩
行
者
の
横
断
事
故
の
防
止
。

　
年
末
、
年
始
の
気
ぜ
わ
し
さ
か
ら

　
考
え
な
が
ら
歩
く
人
、
よ
そ
見
し

　
な
が
ら
歩
く
人
な
ど
、
交
通
に
対

　
す
る
注
意
を
し
な
い
人
が
多
く
な

　
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し

　
よ
う
o

　
第
九
回
臨
時
会

　
十
一
月
二
十
二
日
開
会

同
日
閉
会

　
講
案
処
理
結
果

◎
十
日
町
市
職
員
定
数
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
制
定
に
つ
い
て

◎
職
員
団
体
の
た
め
の
職

　
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す

　
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

◎
十
日
町
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
七
号
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
以
上
原
案
可
決

◎
十
日
町
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

◎
十
日
町
市
事
業
内
共
同
職
業
訓
練

　
施
設
設
置
条
例
制
定
に
つ
い
て

◎
十
日
町
市
一
般
職
員
の
給
与
支
給

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
以
上
総
財
付
託

Φ
道
路
の
横
断
は
、
左
右
の
安
全
を

確
か
め
て
す
る
．
特
に
駐
車
し
て

　
い
る
車
の
前
後
を
渡
る
場
合
は
、

安
全
を
確
認
す
る
。

②
手
を
あ
げ
て
合
図
を
し
て
横
断
す

　
る
こ
と
、
し
か
し
合
図
を
し
て
か

　
ら
す
ぐ
道
路
に
出
な
い
こ
と
。

被
保
護
世
帯
や
長
期
入

院
患
者
に
才
末
慰
問

　
年
の
瀬
を
迎
え
て
今
年
も
困
っ
て

い
る
人
々
に
対
し
て
、
歳
末
援
護
が

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
市
社
会
福
祉
事

務
所
で
去
る
十
二
日
か
ら
市
内
の
被

保
護
世
帯
や
長
期
入
院
患
者
に
歳
末

慰
間
品
と
見
舞
金
を
贈
っ
て
い
ま
す

　
今
回
の
歳
末
慰
間
は
、
被
保
護
世

帯
当
り
五
〇
〇
円
で
、
一
人
増
す
ご

と
に
五
〇
円
加
算
、
入
院
患
者
一
人

五
〇
〇
円
の
ほ
か
、
県
か
ら
は
被
保

護
世
帯
当
り
五
五
〇
円
相
当
の
食
料

品
、
詰
合
せ
セ
ッ
ト
、
社
会
福
祉
施

設
入
所
者
に
四
五
〇
円
相
当
の
衣
料

品
（
肌
着
）
セ
ッ
ト
、
結
核
入
院
患

者
に
一
〇
〇
円
相
当
の
バ
ス
タ
オ
ル

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
一
般
入
院
患
者
は
、
六
ヶ
月

以
上
の
長
期
者
に
限
り
一
人
五
〇
〇

円
の
見
舞
金
が
お
く
ら
れ
ま
す
。

相
変
ら
ず
多
い
飲
酒
運
転

　
　
　
　
友
人
づ
き
あ
い
、
あ
が
り
酒
の
順

　
交
通
三
悪
の
ひ
と
つ
で
あ
る
飲
酒

運
転
は
相
変
ら
ず
多
く
、
十
日
町
警

察
署
管
内
の
統
計
で
は
昨
年
よ
り
十

二
件
多
い
二
十
八
件
を
数
え
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
同
署

管
内
国
道
一
一
七
号
線
の
飲
酒
運
転

状
況
に
よ
り
ま
す
と
、
飲
酒
の
動
機

灘綴

と
し
て
友
人
づ
き
あ
い
が
一
番
多
く

次
が
あ
が
り
酒
、
祝
酒
、
商
談
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
道
二
七
号
線
の
飲
酒
運
転

　
状
況
調

〔
総
件
数
〕
2
3
〔
動
機
〕
あ
が
り
酒

8
友
人
つ
き
あ
U
祝
酒
3
商
談
1

〔
飲
酒
先
〕
料
飲
店
8
知
人
宅
8
勤
　
2
自
二
1
5
軽
四
3
ハ
イ
ヤ
ー
2
原
付

先
5
そ
の
他
2
〔
年
令
別
〕
幡
才
1
　
1
〔
職
業
別
〕
工
員
8
大
工
4
左
官

20
才
1
、
釦
～
2
5
才
B
、
2
6
～
3
0
才
　
1
商
業
1
会
社
員
2
飲
食
業
－
獣
医

2
、
31
～
3
5
才
3
、
36
～
4
0
才
2
、
　
師
1
運
転
手
2
そ
の
他
3

剤
才
以
上
2
〔
車
種
別
〕
ト
ラ
ッ
ク

　
　
三
十
日
ま
で
牧
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
末
、
年
始
の
ご
み
集
め

　
特
別
清
掃
地
区
内
の
ご
み
収
集
に

つ
き
ま
し
て
は
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
各

家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
掃
に

は
万
全
を
期
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
が
、
年
末
、
年
始
の
収
集

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
た
し
ま
す
の

で
ご
協
力
下
さ
い
。

◎
年
末
の
収
集

　
十
二
月
三
十
日
ま
で
予
定
通
り
曜

　
日
収
集
を
行
い
ま
す
．

◎
年
始
の
収
集

　
一
月
五
日
木
曜
地
区
よ
り
実
施
い

　
た
し
ま
す
の
で
、
月
曜
区
（
二
十

　
七
日
か
ら
九
日
ま
で
）
火
曜
区
（
二

　
十
八
日
か
ら
十
日
ま
で
）
水
曜
区

　
（
二
十
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
）
と

　
収
集
期
間
が
延
び
る
地
区
に
つ
い

　
て
は
、
特
に
御
了
解
を
お
願
い
し

　
ま
す
。

　
尚
本
年
度
は
大
雪
予
報
も
出
さ
れ

　
て
お
り
ま
す
の
で
、
無
雪
道
路
の

　
確
保
が
出
来
な
い
場
合
等
も
考
え

　
ら
れ
ま
す
の
で
、
焼
却
場
完
成
ま

　
で
は
各
家
庭
に
お
い
て
で
き
る
だ

　
け
自
己
処
理
下
さ
る
よ
う
お
願
い

　
し
ま
す
。

才
末
た
す
け
あ
い

　
　
　
無
料
診
療
を
実
施

　
例
年
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
歳

山の子らに

　　　喜びいっぱい

　き　　

…

飛渡第一小学校は老朽校舎のため、ことし

5月に着工され鉄筋コソクリート3階建の近

代校舎が完成、去るm日喜びの竣工式が行

なわれました。延面積1，000平方メートル、

普通教室7、特別教室2、外観は美くしいク

リーム色で総工費2，750万円。

末
無
料
診
療
」
に
つ
き
ま
し
て
県
病

院
局
、
県
厚
生
連
の
ご
協
力
に
よ
り

本
年
も
次
の
日
程
に
よ
り
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

一
、
実
施
期
日

　
十
二
月
十
九
日
（
月
）
～
二
十
三
日

　
（
金
）

二
、
診
療
実
施
機
関

　
県
立
十
日
町
病
院
、
中
条
病
院
、

　
国
保
、
吉
田
診
療
所
、
新
水
診
療

　
所
、
水
沢
診
療
所

三
、
対
象
者

　
低
所
得
者
と
し
て
市
社
会
福
祉
協

　
議
会
の
発
行
す
る
無
料
診
療
券

　
（
地
区
民
生
委
員
さ
ん
が
お
も
ち

　
で
す
）
を
持
参
す
る
も
の
。

四
、
診
療
内
容

　
健
康
相
談
、
診
断
、
投
薬
、
注
射

　
処
置
、
血
圧
測
定
等
。

　
年
末
、
年
始
の
支
払

　
　
（
市
会
計
課
）

年
末
　
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
支
払

　
手
続
き
の
も
の
に
よ
り
、
つ
ぎ
の

　
日
時
に
支
払
い
ま
す
。
十
二
月
二

　
十
四
日
、
二
十
六
日
、
二
十
七
日

年
始
　
一
月
十
日
、
二
十
五
日

　
市
役
所
の

　
年
末
、
年
始
の
休
み

年
末
　
十
二
月
二
＋
九
日
、
三
十
日

　
三
十
一
日

年
始
　
一
月
一
日
、
二
日
、
三
日

年
末
の
荷
物
は

　
早
目
に
お
出
し
下
さ
い

　
年
末
は
荷
物
が
多
く
な
り
、
年
内

に
配
達
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
早
目
に
お
出
し
下

さ
い
。
荷
物
が
迷
子
に
な
ら
な
い
よ

う
次
の
点
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◎
荷
礼
は
必
ず
二
枚
以
上
つ
け
て
下

　
さ
い
。

◎
荷
物
自
体
に
も
あ
て
名
を
書
い
て

　
下
さ
い
。

◎
な
る
べ
く
荷
物
の
中
に
も
あ
て
名

　
と
、
送
る
方
の
住
所
と
お
名
前
を

　
書
い
た
も
の
を
お
入
れ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
駅
）
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差
額
保
険
料
の
納
付
を

　
今
回
の
改
正
で
昭
和
四
十
二
年
一

月
以
降
の
保
険
料
を
前
納
し
て
い
る

者
は
、
そ
の
差
額
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

1
差
額
像
険
料
と
は

　
国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
昭

　
和
四
十
二
年
一
月
一
日
前
に
同
日

　
以
後
の
期
間
の
保
険
料
を
前
納
し

　
た
者
が
、
こ
の
前
納
期
間
に
つ
い

　
て
追
加
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
保
院
料
の
こ
と
を
い
い
ま

　
す
。

2
差
額
保
険
料
の
額

　
昭
和
四
十
二
年
一
月
か
ら
昭
和
四

　
十
三
年
十
二
月
H
月
額
百
円

　
昭
和
四
十
四
年
一
月
以
降
月
額
百

　
五
十
円

3
差
額
保
険
料
の
納
付

①
幽
般
保
険
料
の
納
付
と
同
様
の
場

　
合

　
国
民
年
金
手
帳
に
よ
っ
て
該
当
年

　
度
分
は
印
紙
で
過
年
度
分
は
現
金

　
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
差
額
保
険
料
を
現
金
で
納

国
民
年
金
法
の
改
正
で

　
付
す
る
場
合
に
は
、
納
付
書
の

　
「
納
付
目
的
」
に
「
差
額
保
険
料
」
と

　
表
示
さ
れ
ま
す
。

②
前
納
す
る
場
合

　
差
額
保
険
料
も
、
一
般
保
険
料
と

　
同
様
に
前
納
が
で
き
ま
す
。
前
納

　
期
間
及
び
前
納
額
は
「
国
民
年
金

　
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
に
納
付

　
す
べ
き
額
等
を
定
め
る
件
」
（
社
会

　
保
険
庁
告
示
第
二
十
五
号
）
で
定

　
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
免
除
を
受
け
る
場
合

　
差
額
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い
事

　
情
に
あ
る
者
は
、
そ
の
納
付
が
免

　
除
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
一

　
般
保
険
料
の
場
合
と
同
様
「
免
許

　
該
当
届
」
な
り
「
免
許
申
請
書
」
を

　
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

　
こ
の
場
合
一
般
保
険
料
の
免
除
と

　
区
分
す
る
た
め
、
様
式
の
上
部

　
空
白
に
「
差
額
」
と
表
示
さ
れ
ま

　
す
．

4
国
民
年
金
手
帳
差
額
手
帳

①
交
付
の
時
期

灘

　　　　　　　　　　　　　義　　　　　　　　　　　除　　　　　　道　　　　の　　冬今
　　　　　　　　　蕗

差
額
を
納
付
す
べ
き
者
に
交
付
す

る
国
民
年
金
手
帳
に
は
、
表
紙
並

び
に
台
紙
等
に
差
額
保
険
料
を
納

付
ヂ
ベ
き
期
間
と
保
険
料
額
を
社

会
保
険
事
務
所
で
記
入
作
成
の
う

え
、
市
町
村
経
由
、
昭
和
四
十
一
年

十
二
月
末
ま
で
に
交
付
し
ま
す
。

な
お
昭
和
四
十
年
度
で
国
民
年
金

手
帳
を
更
新
し
た
者
の
う
ち
昭
和

四
十
二
年
三
月
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
の
み
前
納
し
て
い
る
者
に
は

差
額
手
帳
は
交
付
い
た
し
ま
せ
ん

か
ら
、
現
に
使
用
し
て
い
る
国
民

年
金
手
帳
の
予
備
台
紙
を
使
い
、

予
備
台
紙
、
検
認
記
録
欄
に
そ
れ

ぞ
れ
差
額
分
の
表
示
を
さ
れ
ま

す
。
予
備
台
紙
使
用
済
の
場
合
は

差
額
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

年
賀
状
は
認
日

ま
で
に

　
郵
便
局
で
は
年
賀
状
の
差
出
し
に

つ
き
、
次
の
よ
う
に
利
用
者
の
皆
さ

ん
の
御
協
力
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

◎
年
賀
状
の
差
出
し
は
十
月
二
十
二

　
日
迄
に

　
年
賀
状
の
取
扱
は
十
二
月
十
五
日

か
ら
で
す
が
、
遅
く
な
っ
て
差
出
さ

れ
る
と
元
且
配
達
に
間
に
合
わ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
差
出
す
と
き
は
「
十
日
町
市
内
あ

て
」
と
「
そ
れ
以
外
あ
て
」
の
も
の
と

に
分
け
紐
（
ゴ
ム
）
で
束
ね
て
お
出
し

下
さ
い
。

◎
あ
て
名
は
く
わ
し
く
は
っ
き
り
と

　
府
県
名
は
省
略
し
な
い
で
、
受
取

人
と
差
出
人
の
住
所
、
氏
名
、
肩
書

を
は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

◎
戸
毎
に
表
札
と
郵
便
受
箱
を

　
郵
便
の
誤
配
達
や
不
在
の
た
め
、

持
戻
り
に
な
る
も
の
を
な
く
す
る
た

め
に
、
家
族
表
札
と
受
箱
を
ぜ
ひ
各

家
庭
に
備
え
て
下
さ
い
。
な
お
郵
便

局
で
は
次
の
と
お
り
あ
っ
せ
ん
し
て

い
ま
す
。
　
（
見
本
は
窓
口
に
掲
示
し

て
あ
り
ま
す
。
）

　
▽
家
族
表
札
（
金
属
製
）

　
　
記
名
付
　
百
円

　
▽
受
箱
（
金
属
要
お
よ
び
木
製
）

　
　
四
百
八
十
円
～
五
百
三
十
円

O
お
年
玉
つ
き
年
賀
ハ
ガ
キ
以
外
の

　
年
賀
ハ
ガ
キ
は

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
ハ
ガ
キ
以
外
の

普
通
ハ
ガ
キ
、
私
製
ハ
ガ
キ
を
使
用

し
て
年
賀
状
を
差
出
す
と
き
は
表
面

に
必
す
「
年
賀
」
と
朱
書
し
て
下
さ

い
。
年
賀
の
表
示
が
洩
れ
て
い
る
場

合
は
十
二
月
中
に
配
達
さ
れ
る
こ
と

飯山線
年
末
年
始
の
臨
時
列
車
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号
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α
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23．15
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13．06
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　　列車名

鎚
ヒ　　野
越後川口
十日町着
／」＼　千　谷

長　　 岡

新　　 潟

運転期日

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
注
意
し
て
下
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
郵
便
局
）

す
ぐ
ひ
け
る
電
話
へ

分
局
建
設
や
ト
レ
ー
ラ
交
換
機
設
置

　
十
日
町
電
報
、
電
話
局
で
は
来
年

四
月
同
局
の
分
局
を
市
内
山
本
地
区

に
建
設
を
進
め
る
一
方
、
現
局
舎
脇

に
ト
レ
ー
ラ
式
交
換
機
を
す
え
つ
け

「
す
ぐ
ひ
け
る
電
話
、
ど
こ
へ
で
も

か
X
る
電
話
」
実
現
に
努
力
中
で

す
。
同
局
の
話
で
は
二
、
三
年
後
に

市
内
の
電
話
は
ほ
と
ん
ど
加
入
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
い
い
、
ま
た
数
年

後
に
は
朝
申
込
め
ば
夕
方
に
は
つ
く

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
分
局
は
一
、
〇
二
四
坪
の
敷
地
に

地
下
一
階
、
地
上
四
階
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
建
で
、
施
設
関
係
が
ほ
と

沿
線
各
戸
に
お
願
い

　
　
　
　
　
今
冬
の
道
路
除
雪
に
つ
い
て

　
十
日
町
警
察
署
、
十
日
町
地
区
除

雪
協
力
会
、
十
日
町
土
木
事
務
所
で

は
こ
の
ほ
ど
、
今
冬
の
道
路
除
雪
計

画
の
実
施
に
あ
た
り
、
各
関
係
機
関

や
沿
線
各
戸
に
円
滑
な
推
進
の
協
力

方
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
．
本

年
度
除
雪
計
画
の
主
要
道
路
は
、

第
一
種
除
雪
と
し
て

下
条
駅
か
ら
土
市
宮
粟
踏
切
、
駅
通

り
高
田
町
通
り
が
無
雪
道
路
と
し
て

全
期
間
自
動
車
運
行
二
車
線
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
沿
線
各
戸
に
対
し
、
除
雪
の
際

特
に一

、
入
口
が
ふ
さ
が
れ
る
場
合
は
ご

　
迷
惑
で
も
手
直
し
を
。

二
、
夜
間
除
雪
対
象
路
線
に
自
動
車

　
を
駐
車
お
よ
び
放
置
し
な
い
な
ど

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ん
ど
と
い
う
ラ
イ
マ
ソ
セ
ン
タ
ー
と

な
る
．
一
方
ト
レ
ー
ラ
ー
交
換
機
の

設
置
に
よ
り
、
来
年
さ
し
あ
た
り
約

四
〇
〇
の
加
入
、
四
十
三
年
に
は
二

〇
〇
と
合
わ
せ
て
六
〇
〇
の
加
入
が

可
能
と
な
り
、
現
在
電
話
の
申
込
み

を
待
っ
て
い
る
六
五
〇
件
の
う
ち
の

大
部
分
が
架
設
さ
れ
る
わ
け
で
、
も

う
し
ば
ら
く
の
ご
し
ん
ぽ
う
を
と
い

っ
て
い
ま
す
。
な
お
十
日
町
局
の
電

話
数
は
十
二
月
現
在
加
入
電
話
一
、

八
五
四
、
公
衆
電
話
九
七
カ
所
と
な

っ
て
お
り
、
「
電
話
器
は
四
号
型
で
す

が
、
今
月
か
ら
感
度
の
よ
い
六
号
型

に
順
次
取
替
え
て
ゆ
く
つ
も
り
だ
と

い
っ
て
い
ま
す
。
　
（
電
報
電
話
局
）

ご
協
力
下
さ
い

　
工
事
統
計
調
査
中
小
企

　
業
総
合
基
本
調
査
に

　
本
年
も
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で

工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
同
時
に
本
年
は
中
小
企
業
対

策
の
資
料
と
す
る
為
め
中
小
企
業
総

合
基
本
調
査
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
年

末
、
年
始
の
折
お
忙
し
い
こ
と
と
は

存
じ
ま
す
が
、
両
調
査
に
ご
協
力
下

さ
い
。

（．．1 二り）
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潟
岡

谷
ら

　
か

f
町

　
日

口
宮
野

繋
采
＋
越
大
と

　
　
　
　
　
　
後

寄
付
あ
り
が
と
う

十
日
町
警
察
署
を
へ
て
無
名
で
五
百

円
。
下
条
地
区
婦
人
会
三
千
円
、
十

日
町
上
町
青
年
会
一
万
五
千
三
百
七

十
六
円
。
魚
ノ
田
川
、
常
角
熊
吉
さ

二
百
二
十
七
円
。
庭
野
日
敬
氏
十
万

円
。
高
田
町
一
丁
目
関
口
松
蔵
、
ミ

　
十
日
町
そ
ば
六
百
袋
、
信
用
組
合

職
員
一
同
，
二
千
五
百
円

郎
さ
ん
の
死
亡
に
よ
り
香
典
返
し
に

五
千
円
。

お
米
の
配
給
に
伝
票

制
採
用

　
こ
の
ほ
ど
米
穀
小
売
業
者
か
ら
、

書
を
差
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
㎜

ん
六
千
百
十
円
。
十
高
一
女
性
徒
千
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

円
。
田
中
町
本
通
り
高
橋
さ
ん
五
千
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

ヨ
さ
ん
二
万
円
十
日
町
主
食
販
売
、
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
タ
オ
ル
ニ
百
本
。
大
光
相
互
銀
行
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗

　
田
中
町
樋
口
敏
夫
さ
ん
は
父
助
太
－
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ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

消
費
者
の
皆
様
に
お
米
を
配
給
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

さ
い
に
一
般
商
品
と
同
様
に
．
品
目
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

（
上
米
、
並
米
、
徳
用
米
等
）
数
量
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
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ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

（
キ
ロ
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全
額
を
明
確
に
し
た
納
品
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
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1

　
　
9

　
旧
　
十
日
町
市
の
南
端
に
あ
る
水
沢
地

　
㎜

　
■
区
は
、
世
帯
数
約
一
、
四
〇
〇
戸
、

　
　
う
ち
農
家
戸
数
が
一
、
〇
七
八
戸
と

　
■
農
家
戸
数
の
多
い
地
域
で
す
。
地
区

　
■

　
　
公
民
舘
は
、
市
役
所
の
出
張
所
と
同

　
■
居
し
て
お
り
、
玄
関
を
入
る
と
す
ぐ

　
■

　
　
正
面
に
約
四
千
冊
の
図
書
を
入
れ
た

　
　
由
に
出
入
り
し
て
利
用
し
て
い
ま

　
闘
す
。

　
　
ま
た
二
階
に
は
大
会
議
室
、
集
会
室

　

－
小
会
議
室
の
部
屋
が
あ
り
、
五
十
人

　
　
位
の
会
議
を
同
時
に
二
つ
も
つ
こ
と

　
ロ

　
閣
が
出
来
ま
す
。

　
　
　
主
な
備
品
と
し
て
は
、
十
六
、
・
・
リ

　
一
■

　
　
映
写
機
二
台
、
八
、
・
・
リ
映
写
機
、
幻

　
　
灯
機
、
録
音
機
、
レ
コ
ー
ド
ブ
レ
ー

　
　
　
ヤ
ー
、
八
、
・
・
リ
撮
影
機
が
い
つ
で
も

　
■
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
　
分
舘
は
水
沢
村
当
時
か
ら
分
舘
と

　
■
し
て
活
動
し
て
き
た
野
中
小
学
校
区

ル
　
　

．
マ
撃

．
魁2｝「亘81

、
■

～30璽尚ト　竃
閣
図
書
室
が
あ
り
、
地
区
の
方
々
が
自

1簡期汰
、
車里、

ヌ　
鵬

充
実
し

は
「
子
供
の
し
つ
け
や
子
供
の
教
育

に
つ
い
て
」
で
、
親
の
立
場
、
子
供

の
立
場
を
考
え
な
が
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
青
年
学
級
は
、
野
中
分
舘
に

お
い
て
実
施
さ
れ
体
育
、
家
庭
、
一

般
教
養
な
ど
を
中
心
に
、
お
互
い
に

話
し
合
い
な
が
ら
楽
し
く
ま
た
一
生

懸
命
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
講
座

の
一
つ
に
農
業
講
座
を
も
っ
て
い
ま

す
。
農
業
中
心
の
こ
の
地
区
で
は
ど

う
し
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

活
動
の
一
つ
で
す
。
稲
作
、
畑
作
経

　．蔑
姦講雛

た
農
業
講
座

地
区
舘
め
ぐ
り
⑦
　
ー
水
沢
地
区
公
民
舘
ー

の
野
中
分
舘
（
学
校
と
併
設
）
合
併

後
新
し
く
で
き
た
馬
場
小
学
校
区
の

馬
場
分
舘
（
学
校
と
併
設
）
川
西
地

区
に
姿
分
舘
（
願
王
庵
）
が
あ
り
地

域
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
施
し
て
い
る
主
な
事
業
に
は
、

婦
人
学
級
、
家
庭
教
育
学
級
、
青
年

学
級
、
そ
れ
に
各
種
講
座
、
講
演
会

部
落
映
写
会
等
が
計
画
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
婦
人
学
級
は
部
落
別
に
実
施
し
、

現
在
は
土
市
、
安
養
寺
，
伊
達
、
水

沢
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。
土
市
婦

人
学
級
で
は
食
生
活
、
活
花
の
グ
ル

ー
プ
が
あ
り
月
一
回
は
両
グ
ル
ー
プ

を
あ
わ
せ
て
十
日
会
と
い
う
一
般
教

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
旧
養
の
会
を
も
っ
て
い
ま
す
・
そ
の
他

　
　
水
道
検
針
日
の
　
㎜
の
学
級
で
豪
庭
問
題
の
話
し
合
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
栄
養
と
食
生
活
の
間
題
等
を
研
究
し

　
　
臨
時
変
更
　
　
　
7
が
ら
活
発
な
活
動
を
進
め
て
い
ま

　
来
年
一
月
の
水
道
検
針
、
集
金
日
㎜
す
。
家
庭
教
育
学
級
は
、
馬
場
家
庭

は
一
日
か
ら
三
日
ま
で
正
月
休
暇
の
酬
教
育
学
級
と
野
中
家
庭
教
育
学
級
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

た
め
、
毎
月
の
各
家
庭
の
検
針
及
び
㎜
二
つ
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
れ

集
金
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
日
づ
つ
繰
馴
ぞ
れ
分
舘
活
動
の
一
つ
と
し
て
各
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

リ
下
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
㎜
校
の
先
生
方
よ
り
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
主
な
内
容

営
、
畜
産
、
農
家
の
経
営
と
巾
広
い

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
十

一
月
か
ら
の
冬
期
間
は
自
営
者
冬
期

学
校
（
農
家
の
主
婦
を
対
象
）
が
普

及
所
、
農
協
、
市
畏
林
課
等
の
手
で

開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
年
関
係
で
は
青
年
団
が
あ
り

ま
す
。
二
八
○
人
ほ
ど
の
団
員
を
も

ち
、
六
箇
、
川
治
青
年
団
と
の
会
場

を
も
ち
ま
わ
り
の
研
修
会
、
他
の
青

年
会
の
交
歓
会
、
地
区
民
運
動
会
の

実
施
や
バ
ス
に
よ
る
研
修
旅
行
と
年

間
い
ろ
い
ろ
な
軒
事
を
も
っ
て
い
ま

す
。
婦
人
の
開
係
で
は
婦
人
会
と
趣

味
の
グ
ル
ー
ブ
が
二
つ
三
つ
あ
り
ま

す
。
婦
人
会
は
講
演
会
や
学
習
会
を

も
ち
叉
母
の
会
も
結
成
し
て
交
通
安

全
運
動
に
も
積
極
的
な
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
．
体
育
行
事
は
体
育
協
会

が
中
心
に
な
っ
て
多
く
の
行
事
が
も

た
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
青
少
年
問
題

協
議
会
は
明
る
い
家
庭
づ
く
り
と
青

少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
日
々
努

力
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
舘
長
宮
沢
健
一

　
　
　
　
　
　
主
事
保
坂
　
浩
司
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